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（Levitsky and Way 2010）、そしてシェドラーらの「選挙権威主義体制論」（Schedler 2006）である。こ
れらに代表される議論は、90年代を中心に盛んに論じられた「形容詞つき民主主義
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体制論」（Collier and 
Levitsky 1997）と対照をなす「形容詞つき権威主義























































































ダを2016年には179カ国中161番目という下位に位置づけている（Reporters sans frontières website）。
また同報告の中では、「言論の簒奪者」の中にカガメ大統領も含まれている（Reporters sans frontières, 












データおよび書類をRGBに提出することが義務づけられた（Front Line Rwanda 2005：28-29）。そして

















































政党・政党連合 2003 2008 2013








社会民主党（SDP） 7 7 7
自由党（LP） 6 4 5
非選出議員 27 27



























































選挙年 全議席数 PAP議席数 野党議席数
1968 58 58 0
1972 65 65 0
1976 69 69 0
1980 75 75 0
1984 79 77 2
1988 81 80 1
1991 81 77 4
1997 83 81 2
2001 84 82 2
2006 84 82 2
2011 87 81 6
2015 89 83 6
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